
 

夏
季
休
業
を
迎
え
る 

 

7
月
21
日
か
ら
夏
季
休
業
が
始
ま
り

ま
す
。
暑
い
中
、
体
調
に
配
慮
し
つ
つ
、

学
習
活
動
、
部
活
動
、
９
月
２
週
目
の
文

化
祭
準
備
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

校
内
夏
期
講
習 

が
左
記
の
よ
う

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
7
／
14
時
点
） 

 
 １

学
年 

10
講
座
（
人
数
未
定
） 

２
学
年 

17
講
座
（
人
数
未
定
） 

３
学
年 

58
講
座 

 

 

受
講
延
べ
人
数 

１
８
３
４
人 

 
 

  

ま
た
、
自
習
室
及
び
図
書
学
習
室
は
、

平
日
は
毎
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
に
開
室
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
一

部
閉
室
日
が
あ
り
ま
す
）
。
講
習
前
後
や

講
習
の
合
間
な
ど
に
も
利
用
可
能
で
す
。 

 

１
・
２
年
生
は
進
路
活
動
（
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
な
ど
）
や
総
合
的

な
探
究
の
時
間
の
課
題
取
組
な
ど
を
含

め
、
夏
季
休
業
期
間
の
有
効
活
用
が
望
ま

れ
ま
す
。「
文
武
両
道
」
へ
の
期
待
が
大
き

い
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

部
活
動
合
宿
再
開
へ 

 

夏
季
休
業
中
に
４
年
振
り
の
部
活
動

合
宿
が
左
記
の
部
で
７
月
末
か
ら
８
月

上
旬
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女 

 

（
猪
苗
代
合
同
） 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
女
（
猪
苗
代
合
同
） 

陸
上
競
技 

 
 
 
 
 

（
猪
苗
代
合
同
） 

軟
式
野
球 

 
 

（
長
野
県
上
山
田
合
同
） 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

（
長
野
県
上
山
田
合
同
） 

体 
操 

 
 
 

（
新
潟
県
上
越
市
） 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
長
野
県
小
川
村
） 

生 

物 
 
 
 

（
長
野
県
飯
山
市
合
同
） 

天
文
・
地
学 

 
 

（
長
野
県
飯
山
市
合
同
） 

 

 

大
学
模
擬
授
業 

 

６
月
21
日
（
水
）、
２
年
生
対
象
の
大

学
模
擬
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

会
の
後
に
、
51
大
学
の
大
学
教
員
に
よ
る

様
々
な
学
部
・
学
科
の
分
野
別
授
業
を
、

全
生
徒
が
２
回
（
延
べ
51
講
座
）
受
講
し

ま
し
た
。
（
右
下
写
真
） 

 

生
徒
は
自
分
の
興
味
関
心
を
深
め
ま

た
「
知
的
好
奇
心
を
啓
発
さ
れ
、「
大
学
で

の
学
び
・
研
究
」
へ
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

を
持
て
た
様
子
で
す
。
進
路
選
択
へ
の
確

か
な
一
歩
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

     

 
 

 

 
 

  

 
 

防
災
訓
練 

  
６
月
23
日
（
金
）
、
１
年
生
全
員
が
、

終
日
、
校
内
の
様
々
な
施
設
を
利
用
し
て 

地
域
（
足
立
消
防
署
綾
瀬
出
張
所
・
足
立

区
役
所
防
災
課
・
近
隣
町
会
な
ど
）
と
連

携
し
、
防
災
訓
練
及
び
避
難
所
設
営
・
運

営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
と

の
連
携
の
一
層
の
強
化
、
様
々
な
災
害
を

想
定
し
た
防
災
教
育
の
充
実
、
防
災
に
関

す
る
取
組
の
企
画
・
立
案
・
運
営
補
助
能

力
を
高
め
る
こ
と
、
災
害
発
生
時
に
地
域

貢
献
で
き
る
態
度
の
育
成
な
ど
を
目
的

と
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
初
期
消
火
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

り
扱
い
・
起
震
車
体
験
・
簡
易
担
架
で
の

搬
送
訓
練
・
煙
テ
ン
ト
体
験
・
避
難
所
設

営
訓
練
・
体
験
訓
練
（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
・
簡
易
ト
イ
レ
設
置
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

テ
ン
ト
設
置
な
ど
）
、
備
蓄
倉
庫
確
認
な

ど
を
ク
ラ
ス
や
班
単
位
で
行
い
ま
し
た
。 

(

左
写
真)

生
徒
の
防
災
意
識
や
能
力
向

上
な
ど
が
図
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

江
北
だ
よ
り 

  

令
和
５
年
度 

第
４
号 

令
和
５
年 

７
月
18
日 

発
行 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は 

こ
ち
ら
か
ら 

 



広
報
活
動
始
ま
る 

  

６
月
11
日
（
日
）
、
午
前
・
午
後
に
、

第
１
回
学
校
見
学
会
が
実
施
さ
れ
、
校
内

で
の
広
報
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
約
200
名
の
中
学
３
年
生
及
び
保
護

者
の
方
が
来
校
し
、
視
聴
覚
室
で
の
本
校

の
概
要
説
明
の
後
で
、
校
舎
内
施
設
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
（
左
、
右
下
写
真
） 

ま
た
、
受
付
な
ど
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

見
学
で
は
、
１
・
２
年
の
総
務
委
員
の

生
徒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
約
20
名
の
来
場
者
の

校
舎
案
内
、
各
施
設
や
設
備
な
ど
の
説
明
、

紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

来
場
者
か
ら
は
「
と
て
も
し
っ
か
り
説

明
し
て
も
ら
い
、
江
北
高
校
の
こ
と
が
よ

く
分
か
り
、
有
難
か
っ
た
で
す
」
な
ど
、

大
変
好
評
で
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
総
務
委
員
の
生
徒
（
１
年
男
子
）

も
、「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
説
明
や
紹
介
が

で
き
る
よ
う
に
、
自
分
で
事
前
に
学
校
の

様
々
な
教
室
や
施
設
の
こ
と
を
調
べ
、
役

に
立
っ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。 

  

（
総
務
委
員
に
よ
る
校
舎
案
内
） 

 
 

 

広
報
活
動
と
し
て
は
、
７
・
８
月
に
夏

期
学
校
見
学
会
を
４
回
、
秋
以
降
に
学
校

説
明
会
を
３
回
実
施
し
ま
す
。
校
舎
見
学

は
総
務
委
員
の
生
徒
に
案
内
を
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
８
月
中
旬
に
部

活
動
体
験
を
実
施
し
ま
す
。 

 

 
 
 

〈
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
〉 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

部
活
動
・
委
員
会
活
動 

 

◎
放
送
部 

  

第
70
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
予
選
が
、
６
月
４

日
（
日
）
に
岩
倉
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
２
名
、
朗
読
12 

名
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
１
作
品
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
６
月
18
日
（
日
）
の
決
勝

大
会
に
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
正
し
い

日
本
語
？
」
が
進
出
。 

 

東
京
か
ら
は
４
作
品
が
全
国
大
会
に

推
薦
さ
れ
ま
す
が
、
惜
し
く
も 

 

５
位
入
賞 

の
結
果
と
な
り
、

併
せ
て
「
制
作
奨
励
賞
」
を
戴
き
ま
し
た
。

代
表
生
徒
の
３
年
Ｂ
組
藤
田
陽
輝
君
が

拓
い
て
く
れ
た
全
国
大
会
へ
の
道
を
、
次

年
度
以
降
は
後
輩
が
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。 

 

 
 
 

  

◎ 

図
書
委
員
会 

 

６
月
12
日
（
土
）、
図
書
委
員
会
主
催

の
文
学
散
歩
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校
図

書
館
司
書
の
方
々
も
同
行
の
も
と
、
早
稲

田
大
学
内
に
あ
る
「
国
際
文
学
館
」
で
、

ジ
ャ
ス
の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
村
上

春
樹
氏
の
作
品
を
読
ん
だ
後
、
早
稲
田
大

学
生
経
営
の
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
で
美

味
し
い
デ
ザ
ー
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
き
な
が
ら
歓
談
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

  
 
 

 
 

  

〈
図
書
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉 

夏
季
休
業
中
は
、
一
人
最
大
２０
冊
ま
で

図
書
室
か
ら
本
を
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ

た
く
さ
ん
借
り
て
「
読
書
の
夏
」
と
し
て

下
さ
い
。 

全体概要説明（視聴覚室にて） 

制作奨励賞（賞状を持つ 藤田君） 

文学館入口前 

文学館内での読書 


